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ま
た
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員
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交
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で
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あ
り
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な
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た
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の
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か
し
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く
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の
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域
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み
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今
後
の
課
題
と
取
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組
み
！

６月１１日「米米パーク」にて（撮影）

?

 

6 月１１日（火）生石小学校では、全校児童

９３１名が恒例の田植え体験を行いました。 

この田植えは、平成１３年から「三世代交流

事業」としてスタートして今年１９回目、地域

の皆さん４９名、生石小ＰＴＡ・おやじの会３

０名がサポートしての一大行事です。 

 

１．すし飯の炊き方 

 ★洗った米を１５分以上水につけておく。 

  （ざるに打ち上げない） 

 ★米が白くなったら一割減の水加減で炊く。 

 ★炊き上がったら保温スイッチを切り、２０ 

  分ほどおく。 

 ★すしはんぼにとり、酢を合わせる。 

２．合わせ酢の作り方 

 ＜米５合に対し（手巻き約３０本分目安）＞ 

 ★砂糖；８０ｇ ★塩；２０ｇ  

★酢；１００ｃｃ 

３．ノリの切り方 



２面

健康寿命を延ばし、介護のお世話にならないでいつまでも

元気に過ごせるよう 骨と筋肉を鍛える話と体操の講座を開催

いたしますのでふるって参加ください。福祉部長；田中正昭

（元気なうちからできる介護予防！）

開講日（曜日） 開講時間 場　　　所 主　催　団　体

７月１８（木） １３時３０分～１４時３０分 高岡公民館 高岡町高齢クラブ

７月２０（土） １０時～１１時 富久分館 富久町高齢クラブ

９月２４日（火） ９時３０分～１０時３０分 南吉田桃山分館 桃山高齢クラブ

 １０月１０日（木） １３時３０分～１４時３０分 久保田分館 久保田町高齢クラブ

 ２月２７日（木） １０時～１１時 佐古集会所 佐古いきいきサロン

持ち帰ったゴミ袋を仕分けする

中学生の皆さん

元号も変わり、今年はさらに新たな気持ち

で活動していきたいと思っています。令和に

なっての垣生山登山も、ぜひ記念として家族

揃ってご参加ください。今年は垣生山登山を

中心にして、史跡めぐり、歴史や文化講座の

計画、生石公民館のまちづくり文庫の充実、

若手リーダーの育成を教育文化部の重点方針

として活動していく予定です。また、生石公

民館青少年教育部や小中学校ＰＴＡの活動・

小学校の児童会活動、中学校の生徒会活動に

協力し青少年の健全育成に寄与していく予定

です。 教育文化部長；替地 和人

６月４日（水）恒例の西中学校の「空港通

り清掃活動」が行われました。この奉仕活動

は１０年以上続いている活動です。今年は西

中開校４０周年ということで、特に力が入り

ました。昨年から生石小学校の５年生児童も

加わり、児童、生徒７７０名（小学生；１４

０名、中学生；６３４名）と、まちづくり協

議会の部員３０名余りが参加して総勢８００

余名が、力を合わせて清掃活動に汗を流しま

した。大人数で行うとあっという間にきれい

になりました。みんなで力を合わせて行う清

掃活動は見ていてすがすがしく感じました。

教育文化部；替地 和人（記）

南吉田東コンビニ前を清掃

する参加者の皆さん

昨年は西日本豪雨災害により本県も多くの犠牲者

が出ました。生石地区においても土砂災害が発生し、

避難勧告が発令され３０人余りの方が避難しました。

住民のみなさんの防災・減災意識を高めて被害を

少しでも減少させるため、５月末松山市からは災害

ハザーマップ（生石地区）が配布されました。

生活安全部においても町内会、自治会や高齢クラブ

を対象に防災講習会を実施します。

生活安全部長；三好 利満

「災害は正しく学び正しく恐れる」をテーマに地域の

みなさんと一緒に学び考えたいと思っています。

また、近年避難所における高齢者等要支援者の災害

関連死が多発しています。環境の悪い避難所で体調を

崩すケースが多々あり、被災による心のダメージや避

難生活からのストレスのケアが求められています。避

難所で避難者が安心・安全に過ごすための対応策につ

いて福祉部と共同で検討していきます。

この度、大規模災害が発生した時の「避難行動要支援者支

援」対応について、桃山自主防災会防災士の面代悦男さんに

ご協力をいただき、桃山防災会の現状について伺いました。

桃山自主防災会では、８年前から「避難行動要支援者支援

活動」に取り組み、避難行動要支援者名簿や家族構成などに

ついての調査を毎年、全戸を対象に協力を呼びかけて作成。

要支援者支援マニュアルや運用マニュアルの作成などを行

うとともに、見直し整備が行われています。その中には、避

難行動要支援者へ支援を行う近隣協力者の活動についての行

動指針も示されています。

平時から要支援者とのコミュニケーションを図り、意思

疎通を密にしておくことの重要性が記されています。

また、自主防災会組織も確立していて、対策本部の立

ち上げや、各活動班の対応マニュアルもきちっと整って

おり、大規模災害発生やその恐れがある時には、自主防

災会内に対策本部を立ち上げ、それぞれの対応マニュア

ルに沿って活動できる仕組みが整い、毎年見直しも行わ

れてきています。まだまだ課題は尽きないとのことでし

たが、今後生石地区内でも「避難行動要支援者支援体制

の確立を図って行く」ことや、運用マニュアルの作成な

どが求められていますが、なかなか一足飛びには解決で

きない課題のようです。 石本 隆廣（記）



　

休診；日曜／祭日・木曜午後・土曜午後

～笑顔のあふれる病院～

医療法人結和会 松山西病院

北吉田診療所

循環器科・内科・消化器科・小児科

松山市北吉田町１０１９-１

TEL ９６５-４１８０

愛 媛 銀 行

空港通支店
松山市高岡町７９-２

TEL ９７１-９２００

老人保健施設ミネルワ

松山市高岡町３０２-２

TEL ９７２-９５００

えひめ中央農業協同組合

生 石 支 所
松山市高岡町８４１-１

TEL ９７２-００５７

医療法人河原医院

３面

内科・消化器科・外科医療法人ミネルワ会

松山市富久町３６０-１

TEL ９７２-３３５５

松山市高岡町６３０-３

TEL ９７１-２０２５

ご寄付のお礼！
「生石地区まちづくり協議会」

に、ご寄付を賜りました、各事業

者の皆さま、誠にありがとうござ

います。

今後ともご支援、ご協力をよろ

しくお願いいたします。

６月３日（月）１３時３０分から生石公民館大会

議室において、「ふるさと学級」の開講式が行われ

ました。

第１回は講演で、テーマは「おれおれ詐欺」を取

り上げました。また、今回の講演は、松山西署の生

活安全部の署員さんたちが立ち上げた「劇団かもめ

丸」さんがこの問題を取り上げ、啓発活動をされて

いると聞き、お願いいたしました。

開講式では、多くの方に勉強していただきました。

「これはおかしいと思う☎や、書類（はがき）など

には直ぐに対応ぜず、誰かに相談しましょう。生石

からは被害者を出さないように！」と胸にきざみ終

わりました。

９月までに４回の講座があります。皆様、ご一緒

に楽しい一時を過ごしませんか？

長谷川 妙子（記）

＜ふるさと学級日程

（朝の生石小学校前）

６月１１日(火)生石小学校では、校庭北側にあ

る「米米パーク」で恒例の田植えが行われました。

この田植えは、平成１３年からスタートし、今年

１９回目、地域の皆さん４９名、生石小PTA・お

やじの会の皆さん３０名のサポートを受けて、子

どもたち９３１名が苗を植えつけました。

初めて田植えを経験した１年生は「田んぼの中

は足がヌルヌルして歩きにくかった。」と感想を

聞かせてくれました。

生石小PTA・おやじの会の皆さんによる交通整

理、周辺住民の皆様のご協力のおかげで無事に田

植えを終えました。秋の稲刈り、年末の餅つきと

楽しい行事へつながります。 藤井 智恵（記）

近年、子どもが犠牲になる交通事故や、高齢者が運転する車

の事故が後を絶ちません。

私達は、生石校区でボランティアとして活動している１５名

の交通指導員です。この校区から無残な交通事故が起こらない

よう努めています。

春と秋の交通安全週間では、登校時に出動して、子どもたち

の安全を見守っています。また、小学校からの要請で下校時の

見守り隊としても活動します。

指導員さんの中には、北吉田町から毎朝子どもたちを学校へ

と送り届けている方や、一般の方とともに南吉田東の歩道橋下

で、毎朝子どもたちの安全を見守っている指導員さんもおられ

ます。感謝するばかりです。

朝の交通指導時には、黄色信号になると停止棒を出しますが、

それをすり抜けて赤信号になっても走行して行く車があります。

この様に「大丈夫だろう」という「だろう運転」が事故につな

がります。子どもたちや弱者をみかけたら「やさしい運転」へ

のご協力をお願い致します。

松山西交通安全協会生石支部長；大内 眞知子（記）

永年の功績評価され会長賞受賞！

 

6 月１１日（火）生石小学校では、全校児童

９３１名が恒例の田植え体験を行いました。 

この田植えは、平成１３年から「三世代交流

事業」としてスタートして今年１９回目、地域

の皆さん４９名、生石小ＰＴＡ・おやじの会３

０名がサポートしての一大行事です。 

（雨の朝の南吉田東交差点）



最近、暴走車による散歩中の園児や、登校中の児童を巻き込む痛ましい事

故が、後を絶ちません。今号では子どもをテーマに、登校中の子どもたちの

安全を見守る交通指導員や先生、保護者の皆さんのたゆみない活動を追って

みました。車は動く凶器です。ドライバーのちょっとした油断や、わき見運

転が事故につながります。一旦ハンドルを持てば、油断することなく、気配

りと、思いやりある優しい運転を心がけて欲しいものです。 石本隆廣（記）

南吉田町では、５月１２日（日）恒例の「子ども

の日運動会」を中央公園に子ども、保護者ら３２０

名余りが参加して盛大に行われました。

運動会では、出場選手全員がグランドに集合して、

代表者挨拶や来賓者挨拶の後、「生石小学校校歌」

を元気よく斉唱した後、ラジオ体操で身体をほぐし、

競技開始！競技は、１・２年生の「かけっこ」を皮

切りに、「大なわとび」や「３人４脚リレー」など

盛り沢山の種目が用意され、最後は地区別「男女混

合リレー」で大盛り上がりの後フィナーレとなりま

した。

＜ 編 集 後 記 ＞

４面

４月１９日の金曜日に「生石八幡神社」の春祭

りで困ったことがありました。それは、自転車の

路上駐車が多かったことです。平日のため、生石

保育園の園児の迎えの車が通りにくい現状でした。

緊急車両が通りにくいと大変なことになります。

空き地や広場に整理して止めてください。できれ

ば健康のため徒歩で来ていただくと助かります。

年々祭りの参加者が増えて盛り上がっていますが、

自転車の路上駐車は迷惑です。７月２０日の夏祭

りではよろしくお願いします。

ルールを守って楽しい夏祭りに！
宮前町内会長；替地 和人

生石地区まちづくり協議会ＨＰアドレス；http://shouseki-machi.jpn.org へアクセスすると各保育園へのリンクが用意されています！

垣生山に登ろう会

日程決まる！

今年度の垣生山に登ろ

う会日程が決まりまし

た。団体イベント保険

加入で事前の申し込み

は不要です！

生石保育園の年長児２４名が「生石地区史跡めぐりマッ

プ」を基に、見て歩きを楽しんでいます。

今回は、若宮神社と、高岡公民館前にある天狗のお面を

見てきました。マップに書いてある由来や看板の伝説を読

み、「ここに沼があったん？」「底なし沼は床がない

の？」「このお面をかざったら病気にならんのかな？」と

伝説を知り、イメージを膨らませ、不思議に思う子どもた

ちでした。これからも生石地区を見て歩き、楽しんでいき

たいと思います。 生石保育園 樋口りえみ（記）

富久町では、５月１２日（日）富久公

園に子どもや大人２００名余りが集い、

恒例の「富久町運動会」が盛大に行われ

ました。競技は、５地区の対抗戦方式で

進められ、少しグラウンドは狭いが工夫

を凝らした２５ｍターン方式で競争種目

は行われ、「ゲート通し」や「二人三脚

リレー」、各区対抗「みんなでジャン

プ」などを行い、最後は「区別対抗リ

レー」での熱戦の後閉幕となりました。

競技終了後みんなで記念撮影しました！防火リレーやお楽しみ抽選会も

あった桃山地区運動会！

みんなガンバレ！
気持ちひとつにジャンプ！

二人三脚リレー


